
軟弱地盤の支持力を増し、不同沈下を抑える地盤改良には「セメント系の固化材で
地盤を固める表層改良工法」、「コンクリ－トの柱を設ける柱状改良工法」、「支持層
まで杭を打ち込む杭工法」など、地盤の状態に応じていくつかの方法があります。コ
ロンブス+工法は、これらの工法とは異なるアプロ－チ（地盤を改良するのではなく
置き換える）で地盤を強化する地盤置換工法です。

建物総重量67kN/㎡以下の建物（木造～RC3・S4階建て程度）
※N値＝0でも対応可能　※不同沈下に対して10年保証

軟弱地盤の上に建築する建物の基礎下の土を取り除き、そこへ軽
量地盤材であるEPS（発泡ポリスチレン）の《ジオフォ－ム》を敷き
詰めることによって、地盤と建物荷重のバランスを調整し、建物を
不同沈下や振動から守る工法です。近年相次いだ地震で、不同沈下
や振動だけでなく、地震や液状化にも効果があることが実証され
ました。

EPS土木工法で盛土材として40年以
上、日本でも20年以上前から使われて
いるEPS（発泡ポリスチレン）、許容圧縮
強さ35～90ｋN/㎡という強靭さを
持っている材料。ノルウェ－において
２４年間経年変化を調査、日本では道
路で7～8年試験を行い品質の変化が無
いことを確認するなど耐久性の検証が
されています。その他に発泡ポリスチ
レン製の排水機能材《ライトフィルタ
－》、耐油性樹脂の発泡体などを地盤状
況にあわせて使用するものの総称を
《ジオフォ－ム》と呼びます。

コロンブス+工法は、軟弱地盤を支持層とする浮き基礎（フロ－
ティング基礎）が原理の工法。表層部が厚い軟弱層に覆われている
場合にも、基礎や地下階構築による排土重量と建物重量をつり合
わせ、建設後における地盤中の応力増加を解消する工法。地盤の支
持力を考慮し排土量を調整することで、経済設計を行います。建物
の地盤にかかる応力を小さくすることで沈下量が減り、不同沈下
の危険性も減少します。

梁下ジオフォ－ム 配筋工

型枠兼用ジオフォ－ム スラブ下ジオフォ－ム公共物件か
ら住宅まで

4,000件の
実績
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特長
・現地の土砂との混合撹拌する工法である為、残土の発生が少ない
・施工現場に合わせて様々な施工機械が選択でき、現場スペースが杭打ち工事より狭くても施工可能
・作業工程がシンプルで施工能率が高い
・杭では支持出来ない中間層や、支持層が浅い場合は、杭工事よりかなり経済的となる

■標準施工手順
① コラム芯セット
② 所定の深度まで空堀掘進します。(空堀が必要な場合)

⑤ 所定の速度で引上げ攪拌を行います。
⑥ 柱状体が固化し、良好な支持基盤になります。

③ 貫入速度と固化材スラリーの吐出量を所定量に保ち
ながら掘進攪拌。

④ 所定の施工深度に到達したら改良先端の攪拌を入念
に行います。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

●柱状改良（深層混合処理工法）について

建築・土木の様々な分野で活躍しております。
価格につきましては、設計の都度見積致します。


